







2020年度は COVID-19の感染拡大により減少し，4,718名（2020年 5月 1日現在）となっ


























日本語教育研究センター　寅丸  真澄・吉田  好美
早稲田日本語教育実践研究　第 9号／ 2021 ／ 3―10
4
学大学院日本語教育研究科の大学院生等数名が中心となり，来訪する留学生の支援を行っ
ていた 2）。その後活動の幅を広げ，3階に付設された学生ラウンジ“Waseda International 






























































































































































































































































　 6） 奥田（2012）は学習アドバイジングの「Do not三原則」として「教えない・決めない・評
価しない」ことの重要性を指摘している。
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